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“災害が発生しても安心できる”地域づくりに向けて

　東日本大震災の記憶も新しいところですが、昨今では集
中豪雨や竜巻による災害も多発しております。このことから
も、防災対策の重要性は日々高まっていると言えます。
　災害時にも慌てず、安心できる基盤づくりのためには、な
にが大切でしょうか？私は、行政の仕組みづくりはもちろ
ん、なにより実際に災害に直面する地域住民の皆さまの
意識の高まりが大切だと考えます。
　そのような中、昨年より六実三小学区でスタートした避
難所運営会議は、災害発生時の避難所運営を地域住民と
市役所、小学校が一体となり考える、とても先進的な取り
組みです。この会議は今年度より六実小学校区でもスター
トし、六実二小学区でも今年度中に開催予定です。
　私はこの試みを市内全域に展開したいと考え、平成26
年9月の定例議会で質問をしました。回答内容より、市役所
はこの会議体を重要な先行事例として認識しており、今後
市内全域に広めていく予定である事がわかりました(左表
参照)。
　地域住民の皆さまのご尽力により、市政をより良い方向
に発展させることができました。

避難所運営ゲーム(HUG)の様子
(9月10日 六実小学校区で開催)

表　平成26年9月議会での質問事項②
テーマ : 避難所運営会議について

質問内容
(1)先行事例として行われた
　 避難所運営の意義を
    どう捉えますか？

地域住民の皆さまの防災に関する意
識が醸成され、また避難所運営に関す
る認識が共有された重要な会議であ
ると認識しております。

(2)この会議体を他の小学校
　 区にも展開していくべきと
　 考えるが、その方針か？

平成29年度までに、全ての市立小中
学校避難所で自主運営体制を整える
目標であり、この先進的な事例を活用
して参りたいと考えております。

市役所からの回答要旨

　避難所運営会議には設立当初から協力させていただきましたが、地域住民の皆さまの意識が醸成される一方で、
行政の抱える問題がいくつも顕在化しました。残念ながら、現時点における松戸市行政の防災体制は、万全には程
遠い状態であり、まだまだやるべき事が山積みとなっています。
　防災体制の検討や情報の共有、訓練など、本来は市役所全体で取組むべきことですが、現在防災体制を検討す
るのは危機管理課の職務に留まっています。私は、この事に強い危機感を抱いております。
　冒頭でも申し上げた通り、防災対策は待ったなしの課題です。
　松戸市を”いつ災害が発生しても安心できる”地域にすることは、避難所運営会議を立ち上げ、松戸市防災体制
の現状と課題を認識した私の使命です。
　今後、各地域での避難所運営会議を維持発展させるとともに、市の抱える問題や課題の解決・改善に邁進して参
りますので、今後とも皆さまのご協力をよろしくお願い申し上げます。

　


